
１２／１９（火）～２２（金）の行事

報道発表資料の配付日時 １１月３０日（木）１０時００分

発 表 項 目
日本遺産「炭鉄港」と「播但貫く、銀の馬車道 鉱石の道」（兵庫県）の相互

交流等について
（ 行 事 名 ）

記者レクチャー (実施日時) 発 表 者

の お 知 ら せ 発表場所

ポイント
概 要

■ 炭鉄港推進協議会では、兵庫県の日本遺産「播但貫く、銀の馬車道

鉱石の道」との相互交流を実施。

■ 12月に兵庫県から関係者が来道し、各炭鉄港地域で視察や意見交換

を実施。

１ 日 時

令和５年１２月１９日（火）～２２日（金）

２ 訪問場所

小樽市、栗山町、夕張市、岩見沢市、赤平市、美唄市、室蘭市、安平町

３ 参 加 者

日本遺産「銀の馬車道・鉱石の道」推進協議会～６名 程 度

４ 事業目的

「炭鉄港」と「播但貫く、銀の馬車道 鉱石の道」は共通点が多く､日

本遺産認定前から関係者の交流がありました。本事業は、将来に向けて連

携を継続し、新たな観光商品の造 成 な ど 、 両日本遺産地域への周遊促

進に向けた更なる展開へとつなげることを目的としています。

５ そ の 他

令和６年１月には炭鉄港推進協議会が「播但貫く、銀の馬車道 鉱石の

道」地域への訪問を予定しています。

参 考 行程の詳細は別紙のとおり

報 道 ( 取 材 ) 兵庫県の日本遺産は「炭鉄港」と同様に産業遺産であり、「鉱山」や「道」、

に 当 た っ て 「港」など構成文化財にも共通点が多いことや、連携した取組を続けている

の お 願 い ことを広く知っていただきたく、積極的な報道をお願いします。視察・意見交

換への同行も可能です。

他 の ク ラ ブ 同 時 配 付 空知総合振興局、後志総合振興局、関係市町からも発表

と の 関 係 同 時 レ ク

担 当 空知総合振興局地域創生部地域政策課（担当者：髙橋、高井）

（ 連 絡 先 ） ＴＥＬ（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ）０１２６－２０－００３４（内線６４５０－２１８４）



道内視察・意見交換　行程 ※時間は前後する可能性があります

12月19日(火)
時刻 地域 行程 備考

新千歳空港
移動・昼食

14:50 着 小樽市 小樽市街地 構成文化財「手宮線跡及び附属施設」他
小樽まち歩きガイド

17:00 発 小樽市街地
小樽市内ホテル チェックイン

12月20日(水)
時刻 行程 備考

8:45 発 小樽市内ホテル
9:00 着 小樽市総合博物館　本館 構成文化財「旧手宮鉄道施設」

館内見学
小樽市内炭鉄港関係者と懇談 小樽市総合博物館　研修室

11:00 発 小樽市総合博物館　本館
移動・昼食

13:35 着 栗山町 小林酒造 構成文化財「小林酒造建造物群」
見学

14:35 発 小林酒造
移動

15:15 着 夕張市 夕張市石炭博物館 構成文化財「夕張の石炭大露頭「夕張24尺層」」他
館内見学 夕張市石炭博物館　見学

16:15 発 夕張市石炭博物館
移動

17:15 着 岩見沢市 炭鉱の記憶マネジメントセンター 構成文化財「炭鉱の記憶マネジメントセンター石蔵」
意見交換会 日本遺産「銀の馬車道・鉱石の道」推進協議会６名程度、

空知管内炭鉄港関係者　１０名程度

18:45 発 炭鉱の記憶マネジメントセンター
岩見沢市内ホテル チェックイン

12月21日(木)
時刻 行程 備考

8:45 発 岩見沢市内ホテル
移動

9:45 着 赤平市 赤平市炭鉱遺産ガイダンス施設 構成文化財「住友赤平炭鉱立坑櫓・周辺施設」
施設ガイド参加

11:40 発 赤平市炭鉱遺産ガイダンス施設
移動・昼食 炭鉄港めし「がんがん鍋」

13:50 着 美唄市 アルテピアッツァ美唄 構成文化財「旧栄小学校」
聞き取り・懇談 ストゥディオアルテ

15:40 発 アルテピアッツァ美唄
移動

室蘭市 夜景見学 構成文化財「工場景観と企業城下町のまちなみ」
夕食・懇談 炭鉄港めし「室蘭やきとり」

19:20 着 室蘭市内ホテル チェックイン

12月22日(金)
時刻 行程 備考

8:45 発 室蘭ホテル
8:55 着 室蘭市旧室蘭駅舎 構成文化財「室蘭市旧室蘭駅舎」
9:55 発 室蘭市旧室蘭駅舎

10:00 着 旧三菱合資会社室蘭出張所 構成文化財「旧三菱合資会社室蘭出張所」
11:00 発 旧三菱合資会社室蘭出張所

旧火力発電所（日本製鋼所） 構成文化財「旧火力発電所（日本製鋼所）」　車窓から
移動

13:00 着 安平町 道の駅あびらD51ステーション 構成文化財「蒸気機関車D51 320号機」
昼食

14:30 発 道の駅あびらD51ステーション
15:00 着 新千歳空港


